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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成20年６月30日に提出した第92期（自 平成19年４月１日　至 平成20年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがあったので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するもので

ある。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　第２　事業の状況

　　　５　経営上の重要な契約等

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示している。

　

第一部【企業情報】

　　第２【事業の状況】

　　　５【経営上の重要な契約等】

　

(訂正前)

(2)現在、当社が締結している業務提携契約の主なものは、次のとおりである。

契約締結日 相手先 契約の内容

平成11年９月29日 鬼怒川ゴム工業株式会社 自動車用防振ゴム製品について、開発・販売部門を当社へ統合するほか、生産・調

達・物流分野において広範な業務提携を実施する。

平成20年５月16日 株式会社ブリヂストン 世界のタイヤ・ゴム産業における需要構造、競争構造、収益構造その他の経営環境

の変化に対応して更なる企業価値の向上を図るため、それぞれの事業運営の独立性

を維持しつつ、業務及び資本について緩やかな提携を図るものとする。

本合意書の締結後、業務提携の分野を選定し、その個々の分野における業務提携に

ついて協議及び検討を開始する。資本提携は、平成20年10月16日を払い込み期日と

する第三者割当により、株式会社ブリヂストンは、当社の新株20百万株（増資後

8.72％）を引き受け、当社は株式会社ブリヂストンの自己株3.7百万株（0.48％）

を引き受ける。

　

(訂正後)

(2)現在、当社が締結している業務提携契約の主なものは、次のとおりである。

契約締結日 相手先 契約の内容

平成11年９月29日 鬼怒川ゴム工業株式会社 自動車用防振ゴム製品について、開発・販売部門を当社へ統合するほか、生産・調

達・物流分野において広範な業務提携を実施する。

平成20年５月16日 株式会社ブリヂストン 世界のタイヤ・ゴム産業における需要構造、競争構造、収益構造その他の経営環境

の変化に対応して更なる企業価値の向上を図るため、それぞれの事業運営の独立性

を維持しつつ、業務及び資本について緩やかな提携を図るものとする。

本合意書の締結後、業務提携の分野を選定し、その個々の分野における業務提携に

ついて協議及び検討を開始する。資本提携は、平成20年10月16日を払い込み期日と

する第三者割当により、株式会社ブリヂストンは、当社の新株20百万株（増資後

8.72％）を引き受け、当社は株式会社ブリヂストンの自己株3.9百万株（0.48％）

を引き受ける。
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